
学校番号 １００１ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選「古典Ｂ」改訂版 （大修館出版） 

副教材等 
１プラス基礎古文 改訂版（尚文出版） 新版理解を深める核心古文単語３５１（尚

文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

有名な古文や漢文の作品に親しむとともに、正しく理解するために、語彙力や文法の知識をしっか

り身につけて下さい。また本文を何度も音読し、作品の面白さを味わい、古人のものの見方、感じ

方、考え方に触れ、心を豊かにしましょう。復習として、授業内容を振り返って、覚えるべき知識

は覚えましょう。古文単語は単語の本を使って、少しずつ覚えていきましょう。問題集を解くこと

によって、実力を高めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古典作品を読み、その面白さを味わうことができる。 

・書き手が、人物、情景、心情などをどのように描いているのかを捉え、古人のものの見方、感じ

方、考え方を理解できる。 

・作品の時代背景、文学的環境、古文常識を理解できる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力  c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

評価の定まった

代表的な古典を

読むことによっ

て、古典に親しむ

態度を育成する。 

  文章を的確に

読み取ったり、

目的に応じて

幅広く読んだ

りして、自分の

考えを深め、発

展させている。 

古語単語や文語

のきまり、時代

環境について理

解し、知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

行動の観察（発言

発表） 

記述の点検（ノー

ト・ワークシート 

など） 

  記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認（ノ

ート・ワークシ

ートなど） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b ｃ ｄ e 

 
 

 
 

１
学
期 

一 

説
話 

「大江山いくのの道」（十訓

抄）  

説話を読み、古文の読み

方の基礎を確認する。古

典に用いられている語句

の意味、用法、文の構造を

理解する。    

○ 

 

  ◎ ○ a:人間・社会・自然などに対す

る思想や感情を的確に捉え、も

のの見方、考え方を豊かにしよ

うとしている。 

d:和歌を軸に、登場人物の言動

や心情を読み取る。 

e:古文を読むことに役立つ、重

要古語単語や文語のきまりを

身につけている。 

・ 観 察 （ 発

言・発表） 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

二 
 

随
筆 

「中納言参りたまひて」・「二月

つごもりごろに」（枕草子） 

 中世の随筆を読み、古人の

思索を理解する。 

○   ◎ ○ a:人間・社会・自然などに対す

る思想や感情を的確に捉え、も

のの見方、考え方を豊かにしよ

うとしている。 

d: 人間・社会・自然などに対

する思想や感情を的確に捉え、

ものの見方、考え方を豊かにす

る。 

e:古語単語や文語のきまりを

身につけている。 

・ 観 察 （ 発

言・発表） 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

「行く川の流れ」・「安元の大

火」（方丈記） 

中世の随筆を読み、古人

の無常観を理解する。 

○   ◎ ○ 

三 
 

故
事
成
語 

「画竜点睛」・「糟糠の妻」・

「塞翁馬」 

 故事成語の本来の意味や、

現代の用法を理解する。 

◎   

 

○ ○ a:情景や登場人物の心情など、

文章の筋道を的確に捉えよう

としている。 

d: 情景や登場人物の心情な

ど、文章の筋道を的確に捉えて

いる。 

e：漢文を読むことに役立つ、

訓読のきまりを身につけてい

る。 

・ 観 察 （ 発

言・発表） 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 
 

２
学
期 

四 
 

物
語 

「競弓」・「花山院の出家」（大

鏡） 

「桐壺」・「若紫」（源氏物語） 

 物語の展開や人物の心情

を読み取る。 

○   ◎ ○ a:人物・情景、心情の推移など

を、どのように書き手が描いて

いるのかを捉え、面白さや 

深さに気づこうとしている。 

d: 人物・情景、心情の推移な

どを、どのように書き手が描い

ているのかを捉え、面白さや 

深さに気づいている。 

e：作品をとりまく時代背景や

文化的環境について理解して

いる。 

・ 観 察 （ 発

言・発表） 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 



３
学
期 

五 
 

日
記 

「あこがれ」・「源氏の五十余

巻」（更級日記） 

 日記を読み、作者のおかれ

た状況や心情を読み取る。 

○   ◎ ○ a:人物・情景、心情の推移など

を、どのように書き手が描いて

いるのかを捉え、面白さや 

深さに気づこうとしている。 

d: 人物・情景、心情の推移な

どを、どのように書き手が描い

ているのかを捉え、面白さや 

深さに気づいている。 

e：作品をとりまく時代背景や

文化的環境について理解して

いる。 

・ 観 察 （ 発

言・発表） 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   

c:書く能力       d:読む能力      ｅ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


